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ドイツにおける学習障害児のための物理教育の変遷
― 新旧教科書の比較考察 ―
田中　賢二
　ドイツにおける学習障害児のための新旧の学校種に焦点を当て，新旧教科書などに基づき，
物理教育の変遷を明らかにした。かつての学習障害児学校，今日の学習障害特別支援学校の
教科・分野の枠組みに対応して，25年程度の隔たりを有している旧教科書は，教科理化（物
理／化学）の第１分冊である物理教科書であり，新教科書は教科事象科の分冊の１つ，物理
分野を含むいわば科学（理科）教科書といえる。章立てなどから，気象，飛行がなくなった
こと，始まりが力でなく熱，終わりが電気でなく力に変わったこと，索引からは，７割程度
が消え，６割程度が更新されていること，しかし，物理内における６分野区分間の多少の順
は，新旧でほぼ同じであること，６分野以外は，無視できない割合を占め，技術関係が新旧
ともに大きな位置を占めていること，さらに，事例などからも，変化の一端を，明らかにした。
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Ⅰ．はじめに
　ドイツ語圏における物理教育の概念・構造はどの
ように変わってきたのであろうか。学習障害児のた
めの学校では，どうであろうか。いわば境界［線］
児（borderline child, borderline class children），
学 業 不 振 児（underachiever ア ン ダ ー・ ア チ ー
バー），学習障害（Learning Disorders, Learning 
Disabilities, LD）児に対しては，どうであろうか。
　既に，筆者は，西ドイツ・バイエルン邦の特
殊 教 育 諸 学 校（Sonderschule） の 一 つ， い わ
ば境界線児の為の学校であった学習障害児学校
（Lernbehindertenschule ; Sonderschule für 
Lernbehinderte）における科学教育の特徴など
を，普通学校（Regelschule）における科学教育
との比較を通して，明らかにしてきた１）。この学
習障害児学校が，今日では，学習障害特別支援学
校（Förderschule für den Förderschwerpunkt 
Lernen）に換わってきている。そこで，既に，こ
の学習障害特別支援学校に焦点を当て，いわゆる学
校教育法，同施行規則，学習指導要領，現行の科学
教科書などに基づき，生物教育や化学教育との比較
分析から，物理教育の現状分析を行ってきた２）。つ
まり，初等教育段階においては，教科・分野・領域
などの枠を持った物理教育などが設定されておら
ず，前期中等教育段階においては，ほとんどの学校
種で教科，物理があるのとは違って，学習障害特別
支援学校では，教科事象科のもとに分野物理が位置
づけられている。物理，化学，生物の合本のように
なっている教科書において，物理分野の節数や頁数
は，生物分野より少なく，化学分野より多かった。
索引数の違いは，電気＞その他＞光＞力・機械・運
動＞音＞熱＞磁気；無機化学＞有機化学＞物理化学
＞その他；人体＞動物＞植物＞その他＞一般生物；
であり，生物・化学分野に比して物理分野において
その他が大きな位置を占めているという特徴を見い
だした。
　引き続き，本稿の具体的な目的は，ドイツにおけ
る学習障害児のための新旧の学校種に焦点を当て，
学習指導要領や25年程度の隔たりのある新旧教科書
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３～14）などに基づき，物理教育の変遷を明らかにす
ることである。
Ⅱ ．学習障害児のための学校・科学教育関連教科・
分野
　ドイツにおいても，障害児のための様々な学校
が存在してきたが，近年，一つの名称で統一さ
れてきている。いわば，この特別支援学校である
Förderschule（支援学校，促進学校）への変化を，
簡略的に模式図で示せば，図１となる。
　ドイツ（連邦共和国 Bundesrepublik Deutschland）
においては，教育の管轄権が邦（Bundesland：
Staat）にあることを，ドイツ憲法である基本法（第
７条）やバイエルン邦憲法（第130条）などによっ
て確認できる。
　バイエルン邦を例にとり，学習障害児のための新
旧学校における科学教育関連教科・分野（授業時間
数を含む）をまとめれば，表１となる。
　ちなみに，ドイツにおいて，特別支援教育の対象
児童生徒の割合は5.76（バイエルン邦5.05）％，そ
のうちの84.3（バイエルン邦87.5）％が特別支援学
校在学である（2006/2007年度）。最大の割合を占め
る学習障害児に限れば，その割合は2.67（バイエル
ン邦1.38）％であり，そのうちの84.4（バイエルン
邦74.5）％が学習障害特別支援学校在学である。
　ドイツにおいて，学習障害児のための物理教育は，
かっての学習障害児学校の前期中等教育段階におい
て，教科物理／化学の一部という枠組みなどでなさ
れてきたし，今日の学習障害特別支援学校の前期中
等教育段階においては，教科事象科の一分野という
枠組みなどでなされている。そして，この授業時間
数を新旧で比較することは，不可能である。なお，
初等教育段階においては，健常児のための基礎学校
と同様に，物理教育は，どのような教科・分野など
の枠をもっていない。
Ⅲ．比較資料：新旧教科書
　ドイツにおける学習障害児のための物理教育の変
遷を明らかにするために，具体的に，表２に示した
新旧教科書を，比較資料にしていきたい。
図１　特殊学校から特別支援学校への変化（簡略模式図）
表１　学習障害児のための新旧学校における科学教育関連教科・分野（ドイツ・バイエルン邦の場合）
表２　学習障害児のための（25年程度の隔たりのある）新旧教科書：NaturlehreBand1PhysikとStarkin
BiologiePhysikChemie 新版の書誌事項
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　教科・分野の枠組みに対応して，旧教科書は，教
科物理／化学の第１分冊である物理教科書であり，
新教科書は教科事象科の分冊の１つ，物理分野を含
むいわば科学（理科）教科書といえる。この新旧教
科書は，25年程度の隔たりを有している。
　旧の学習障害児学校用の理化教科書第１分冊
（Naturlehre Band 1 Physik）の物理教科書に引
き続き，第２分冊はほぼ同じ頁数の化学教科書であ
る。これらは，学習障害児学校用の最初の理化教
科書（Das erste Naturlehre-Unterrichtswerk für 
Sonderschule für Lernbehinderte）であると，謳っ
ている。新の特別支援学校用科学教科書シュタルク・
イン生物－物理－化学（Stark in Biologie-Physik-
Chemie Neubearbeitung）新版（2008年新訂版）
第1分冊（第５／６学年用）と第２分冊（第７～９
学年用）の初版は，2000と2002年出版である。かつ
ては，Physik 物理と Chemie 化学の総称名として
Naturlehre 理化が使われていたことを知ることが
できる。
Ⅲ．１．旧教科書
　表３が，学習障害児のための旧物理教科書の概要，
章・節と指示されている高学年（７～９学年）にお
ける発展教材（節）などである。冒頭，いわば序章
で，物理学のガイダンスを，表４のように行っている。
表３　学習障害児のための旧物理教科書の概要（計
８章・59節）
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表４　学習障害児のための旧物理教科書の冒頭（７
頁）に示されている「物理学とは何か？（Was
istPhysik?）」
表５　学習障害児のための新科学教科書の概要（計20章と章単位の該当分野）／前稿表６
　物理は６分野：1 熱，2 音，3 光，4 力・機械・
運動（力学），5 電気，6 磁気，からなる自然科学
であると，説明している。この６分野に加えて，気
象，飛行という２分野，計８章立てで教科書を作っ
ている。
　８つの章の順は，力→光→熱→気象→音響→磁気
→電気→飛行である。第４章気象，最終第８章飛行
は，物理の６分野には該当しないこと，発展教材（節）
が設定されていないことで，特異な分野である。
　なお，ドイツ・ザクセン邦・ギムナジウム中級段
階用のある物理教科書（12・13頁）では，物理学が
６分野：原子・核物理学，音響学，光学，力学，電
気理論，熱理論ないし熱力学，からなると，オリエ
ンテーションされている。つまり，ギムナジウム中
級段階・物理教科書では，原子・核物理学が念頭に
おかれているのに対して，学習障害児のための旧物
理教科書では考慮されていなかったことを教えてく
れる。
Ⅲ．２．新教科書
　表５が，学習障害児のための新科学教科書の概要，
章と章単位で判断できる分野区分などである。この
章単位における３分野区分分け（頁，％）などを集
計すれば，表６となる。
　各章は３分野を念頭に編纂されていると見て良
く，章単位での３分野の履修順は生物から物理そし
て最後に化学と言えよう。
　章数でいえば，計12章の生物分野，計７章の物理
分野，そして，化学分野に該当する章は最終章「物
質は反応する」でしかない。学習障害特別支援学校
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表６　学習障害児のための新科学教科書の章の３分野区分分け（頁，％）
表７　学習障害児のための新科学教科書物理分野の計７章（計164頁）（33.9％）
においては，生物教育と物理教育しか扱われていな
い言っても差し支えないほどである。
　頁数でいっても，生物，物理，化学の順で少なく
なっている。この生物，物理，化学の順は，この教
科書のタイトル「シュタルク・イン生物－物理－化
学」に示されている順である。
　生物分野の人体，物理分野の電流は，二つの章（と
もに第１章，第８章と第10章），５／６学年と７－
９学年とのそれぞれ，最初の章と最後のほうの章に
あり，重要視されていることがわかる。
　物理分野を抜粋し，製本し直し，いわば物理教科
書を作れば，表７のような７章立て，164頁となる。
表８が，計119節の一覧を示している。節によっては，
情報メモ，活動，学習方法などという特性を持たせ，
目次にも明示しているが，その数や割合に関する集
計表を表９にまとめている。
　ほどんど１頁立て，章の最初は２頁である。
　計７つの章の順は，熱→力→磁気→電気→光・音
→電気→力となる。これは，旧の計８章の順（力→
光→熱→気象→音響→磁気→電気→飛行）や含まれ
る要素で異なっている。（参照：表３ 学習障害児の
ための旧物理教科書の概要（計８章・59節），表７ 
表８　学習障害児のための新科学教科書物理分野の
計119節（34.3％）
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表９　学習障害児のための新科学教科書物理分野の計119節（34.3％）の特性区分別の節数と全体に占
める割合
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学習障害児のための新科学教科書物理分野の計７章
（計164頁））
　旧から新への変化としては，気象，飛行がなくなっ
たこと，始まりが力でなく，熱，終わりが電気でな
く，力に変わったことが読み取れる。
Ⅳ．比較考察
　学習障害児のための旧新教科書において物理教育
の概要を知ることができる教科書の目次などから，
順序・範囲などの変化を，読みとってきた。
　更に，学習内容の全体像，要素などを知ることが
できる索引に注目する。
Ⅳ．１．索引
　図２が，新旧索引のベン図である。ここで，２分
冊からなる新では両点で同じ索引が11組あること，
人名と単位とでや，分野別で違った索引と登録して
いる場合があることで，延べ数と実数とは若干異
なっている。このことから，新旧から見た二つの重
複索引数は，微妙に異なっていく。（ＸＡ≒ＸＢ）
　索引の重なりなどに注目し，旧において「73.0％
が消えた：27.0％が残った。」，新において「43.8％
が変わらなかった：56.2％が加わった。」，旧で７割
程度が消え，新では６割程度が更新（加わった）さ
れたと言明できる。
　図３が，新旧索引の７分野区分を図示したもので
ある。
図３　新旧索引の７分野区分
図２　新旧索引のベン図
　新旧ともに，物理内における６分野区分間の多少
の順は，ほぼ同じである。つまり，電気＞光＞力・
機械・運動＞熱＞音＞磁気である。（ただ新では，
熱＜音）
　６分野以外のその他は，新旧ともに，第２位で，
無視できない割合を占めている。
　旧索引345は，この６分野でほとんど（計78.8%）
をカバーできるが，その他も無視できない割合（計
21.2%）であり，技術（33：ベアリング，貯水池，
タービン，ロープ，ロケット，飛行船，チェッペリ
ン，臭いシャッター，水門，ポンプ，吸い上げポン
プ，ピストンバルブ，蒸気機関，連接棒，ベンジン
モーター，蒸気タービン，ディーゼルモーター，ロー
タリーエンジン，４サイクルモーター，ロータリー
エンジン，２サイクルモーター，シリンダー，トラ
ンスミッション，クランクシャフト，オットーモー
ター，火災サイレン，録音再生，気体採取用水槽，
ヘリコプター，ヘリコブターのローター，ジェット
モーター，プロペラエンジン，流線型），気象（10：
空気の流れ，降水，貿易風，海風，気象学，気象衛
星，気象予報，風，風の強さ，雲），単位（８：重量，
グラム，ニュートン，ポンド（重力単位），馬力，
物質定数，比重，基準点（氷点融点））関係などの
索引73が含まれる。
　新索引233は，この６分野でほとんど（計75.5%）
をカバーできるが，その他も無視できない割合（計
24.5%）であり，技術（20：例えば，ボールベアリ
ング，タービン，コンクリート，伸縮継ぎ目，自転
車のスピードメータ，パラシュート，チューブの水
－ 72 －
田中　賢二
表10　変化事例：電子？オームの法則？
準器。焼き入れなど）やエネルギー教育（９：例え
ば、省エネランプ，エネルギー消費，エネルギー担
い手，エネルギー量など），天体（８：例えば，宇宙，
宇宙望遠鏡，太陽，地球，月など）関係などの索引
57が含まれる。
　技術関係がともに大きな位置を占め，気象関係が
なくなり，天体，エネルギー教育関係が加わったこ
とが注目できる。
●消えたもの：
  （重力単位） ポンド , キロポンド , キロポンド
メ ー タ ー , ア ト（Atmoshären-druck） ／ 比 重
（Artgewicht，spezifisches Gewicht）， 比 熱
（speziﬁsche Wärmeausdehnung）
●加わったもの：
　 原 子 Atom， 原 子 核 Atomkern， 電 子
Elektronen，自由電子 freie Elektronen
（原子関係の索引が旧ではなく新であった）
Ⅳ．２．事例
　最後に，目次，索引ではなく，具体的な事例でもっ
て興味ある変化を見ていきたい。事例などからも，
単位系・トピックス・概念・定量で，時代の変化を
みることができる。表10；表11は，新旧教科書にお
ける電子，オームの法則；加速度，キロポンドの記
載であり，それらの変化を見ることができる。
●電荷から自由電子（電気の担い手）に換わる。具
体的に，原子関係の索引が旧ではなく新であったこ
とに対応している。
●限定的ながら，定量的な理解を求めるようになっ
た。
●加速度という概念を明示的に示すように変わる。
●重力単位に言及しなくなる。
Ⅴ．おわりに
　ドイツにおける学習障害児のための新旧の学校種
に焦点を当て，学習指導要領や25年程度の隔たりの
ある新旧教科書などに基づき，物理教育の変遷を明
らかにしてきた。
　ドイツにおける学習障害児のための物理教育は，
かっての学習障害児学校の前期中等教育段階におい
て，教科物理／化学の一部という枠組みなどでなさ
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表11　変化事例：加速度？キロポンド（Kg重）？
れてきたし，今日の学習障害特別支援学校の前期中
等教育段階においては，教科事象科の一分野という
枠組みなどでなされている。この教科・分野の枠組
みに対応して，25年程度の隔たりを有している新旧
教科書の旧教科書は，教科物理／化学の第１分冊で
ある物理教科書であり，新教科書は教科事象科の分
冊の１つ，物理分野を含むいわば科学（理科）教科
書といえる。
　ギムナジウム中級段階・物理教科書では，原子・
核物理学が念頭におかれているのに対して，学習障
害児のための旧物理教科書では考慮されていなかっ
た。
　旧から新教科書への変化としては，章立てなどか
ら，気象，飛行がなくなったこと，始まりが力でな
く，熱，終わりが電気でなく，力に変わったことが
読み取れた。
　索引の重なりなどに注目し，旧において「73.0％
が消えた：27.0％が残った。」，新において「43.8％
が変わらなかった：56.2％が加わった。」，７割程度
が消え，６割程度が更新されたと言明できる。
　新旧索引ともに，物理内における６分野区分間の
大小の順は，ほぼ同じである。つまり，電気＞光＞
力・機械・運動＞熱＞音＞磁気である。（ただ新では，
熱＜音）。６分野以外のその他は，新旧ともに，第
２位で，無視できない割合を占めている。技術関係
がともに大きな位置を占め，気象関係がなくなり，
天体，エネルギー教育関係が加わったことが注目で
きる。
　例えば，以下の事例などからも，単位系・トピッ
クス・概念・定量で，時代の変化をみることができた。
（原子関係の索引が旧ではなく新であった）
●電荷から自由電子（電気の担い手）に換わる。具
体的に，原子関係の索引が旧ではなく新であったこ
とに対応している。
●限定的ながら，定量的な理解を求めるようになっ
た。
●加速度という概念を明示的に示すように変わる。
●旧（重力）単位に言及しなくなる。
　なお，本論文は，第36回科学教育学会年会（平成
24年８月28 日（火），東京都新宿区・東京理科大学）
において，田中賢二が，口頭発表した内容を，再編・
加筆したものであり，加えて，本研究の一部は，平
成23～25年度 科学研究費助成事業（学術研究助成
基金助成金（基盤研究（C））課題番号23501068「ド
イツ語圏における物理教育の概念・構造に関する研
究」（研究代表者：田中賢二）によって，支援を受
けている。
　最後に，中部大学現代教育学部藤井聰尚教授には，
ドイツにおける「特別の教育的促進」の取り組みの
歩みなど，多くのことをご教示していただいたこと
に対して，記して，感謝の意を表する。
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